Clear and present Open Access：Who uses illegal copies of scholarly articles? by 栗山 正光
月刊 DRF 2016年 7月号 No.78 July, 2016 掲載 
 
今そこにあるオープンアクセス  Clear and present Open Access  
第 19回 誰が学術論文の違法コピーを利用しているのか？ 
Who uses illegal copies of scholarly articles? 
                  首都大学東京学術情報基盤センター 栗山正光 
 
























抗議するため」が 23%、「便利だから」が 17%となっている。 
正規版が入手できるのに、検索やパスワード入力の手間を嫌って、いわゆるワンストッ
プ・ショップである Sci-Hub を使う人が多いことをうかがわせる数字だが、それほどでも
ないという分析もある。ユトレヒト大学図書館のビアンカ・クレイマーによれば、上記ログ・
データ中のユトレヒトからのダウンロード 2,878件のうち、60%が大学購読誌、15%が OA
誌で入手できる論文だったものの、その数は正規ルートでのダウンロード数（年間で何百万
にもなるとのこと）に比べてはるかに少ない。従って Sci-Hub は、少なくとも西欧の大規
模大学では、既存システムへの脅威にはなっていないとしている。 
Sci-Hubはその後またドメイン名を変えつつ、いまだ健在である。 
